
Ⅰ．はじめに

埼玉県内では本年7月５日夕方から夜にかけ県南部の地域を中心に局地的な大雨による道路冠水等

の浸水被害が発生するなど、全国各地において局地的な大雨による事故や災害が発生しています。

このことから、子供たちが自らの判断で局地的な大雨による自然災害の危険を回避し安全を確保する

行動をとれるよう、また、教職員や保護者の方々等が子供達の安全確保を行えるよう、熊谷地方気象台

（以下気象台）と埼玉県内の教育機関が連携し、局地的な大雨に関する知識の普及啓発の取り組みを

進めています。

今年度の取り組みとして、気象台は夏季休業前に埼玉県内の公立小・中・高校、特別支援学校を対象

に、啓発用ポスターや解説資料等の安全指導の支援資料を提供し、教職員による児童生徒への安全

指導及び保護者等への啓発活動の実施について依頼しました。

また、局地的な大雨に関する教育機関向け資料の掲載と、埼玉県内を対象とした防災気象情報を簡

単に検索できるように工夫した「局地的大雨から身を守るために―教育機関支援ページ」を気象台ホー

ムページに試行的に開設し、学校現場での利用促進を依頼しました。

これら気象台の取り組みを評価分析するため、資料を配布した小・中学校を対象に、学校現場での取

り組み状況等についてアンケートを実施し、その結果を以下のとおり取りまとめました。

このアンケート結果は、埼玉県内の教育委員会等を経由して各学校へ資料還元するとともに、局地的

な大雨に関する知識の普及啓発の取り組みを継続するための参考資料として利用いたします。

Ⅱ．アンケートの概要

（１） 調査期間 ２０１０年１０月１５日～１２月 ３日

（２） 調査対象 １，２４６校 （埼玉県内の公立小・中学校）

（３） 有効回答数 ６９６校 （小学校４６４校／中学校２３２校）

（４） 調査方法 気象台から回答用紙を送付し、ＦＡＸによる回答を依頼した。
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Ⅲ．アンケート結果

【質問１】 気象台提供の資料（ポスター等）を活用した、児童・生徒への安全指導の実施

について。

【質問２】 どのような時間を利用しましたか。 （有効回答校数 ３７３校）

【質問３】 指導担当教員等による教職員への普及啓発の実施について。
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※「その他」の内訳として、理科授業等を利用して実施した（１１校）、学級指導や一斉下校時に実施し
た（７校）、ポスター掲示のみ（１７校）。などがあった。

◆「実施した」が全体で ３７３校 （５４％） であった。

◆「朝・帰りの会」が全体で ２８９校 （７８％） であった。

◆ 「実施した」が全体で ３１４校 （４５）％ であった。
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【質問４】 保護者等への啓発活動の実施について。

【質問５】 気象台が提供した各種資料の内容について。

３

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全 体

小学校

中学校

12%

16%

3%

9%

7%

13%

57%

57%

57%

22%

20%

27%

保護者会 プリント配布 保護者会＋プリント配布 その他

※「実施した」の内訳 （有効回答校数 １０５校に対する割合）
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◆ 「実施した」が全体で １４８校 （２１％） であった。

◆ 「わかりやすい」が全体で ３９６校 （５７％） であった。
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※「学校便り」や「学年だより」などのプリントを利用し家庭への注意喚起を図った（６９校）。
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【質問６】 気象台ホームページ「局地的大雨から身を守るために・教育機関支援ページ」

（特設）を利用されましたか。

【質問７】 ホームページを利用した感想をお聞かせ下さい。（有効回答数 １６８校）
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◆「利用した」が全体で１６８校 （２４％） であった。

◆「わかりやすい」が全体で １２９校 （７７％） であった。

※「利用した」の内訳として、学校行事や屋外活動の実施判断や登下校の判断で利用した（４０校）、
理科授業で利用した（３校）。などがあった。

※リアルタイムな情報の更新、学校現場に即した情報の提供（内容の充実）、特設ページの継続、学
校ホームページへのリンク利用等の意見・要望があった（２７校）。

【質問８】 気象台と埼玉県内の教育機関が連携した取り組みについて
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◆「よかった」が全体で ３９６校 （５７％） であった。
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５

※取り組みについての意見・要望 （有効回答数 ２５６校に対する数）

「意見・要望の紹介 （一部掲載）」

●教育機関と連携した取り組みの継続を望む（７８校）
・継続により安全知識の普及啓発の推進が図れ、安全知識がより深く定着していく。 など

●取り組みに対する感想（５８校）
○安全知識の普及啓発推進に有効（３０校）
○取り組みは理解するが、学校には指導する時間がない。（１６校）
○その他（１２校）

・局地雨に対するその地域での具体的な対応を学習しておく必要がある。
・気象台が身近に感じる機会となった。 など

●取り組みに対する要望（３８校）
○取り組みの時期等に関する要望（７校）
○提供資料やコンテンツの充実に関する要望（１８校）
○他機関やメディア等との連携強化に関する要望（３校）
○気象台広報の強化に関する要望（３校）
○教科や教育課程へ位置付けるための資料提供の要望（４校）
○気象情報の提供に関する要望（３校）

・子どもの目線で考えられる資料提供が必要。 など

●出前講座の要望（３３校）
○出前講座（授業）やゲストティーチャー派遣を希望（１９校）
○出前講座（授業）に興味、依頼を検討（１４校）

●学校での取り組み（４９校）
○安全指導の充実、教職員の意識改革等（３８校）
○授業、安全教育を利用した安全指導の計画（１１校）

（※たくさんのご意見・ご要望を頂きありがとうございました。）

【本件問い合わせ先】

〒360－0814 埼玉県熊谷市桜町1－6－10

熊谷地方気象台 防災業務課 ０４８－５２１－５８５８

担当： 永田・山城・菊池

ホームページ http://www.jma-net.go.jp/kumagaya/

※局地的な大雨と集中豪雨

突然に狭い範囲で降る強い雨を「局地的な大雨」といい、これが同じ場所で継続して起こると、土
砂災害や家屋浸水等による重大な災害に至る「集中豪雨」へと発展することがある。なお、報道等
では、これらについて少しでもイメージが伝わるよう、「ゲリラ豪雨」「局地的な豪雨」「突然の豪雨」
「急な大雨」などの用語で呼ぶこともある。

（交通政策審議会気象分科会 「局地的な大雨による被害の軽減に向けた気象業務のあり方について」より）

気象庁マスコットキャラクター
“ はれるん ”
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◆局地的大雨から身を守る」教育機関支援ページ

http://www.jma-net.go.jp/kumagaya/education/index.html



６

※取り組みに関する資料
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（リーフレット）

（啓発用ポスター）

（教育機関支援ページ）（学校への依頼）


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

